
  

 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一部 13：30～14：30 

 

年 月 日（土） 

 

私たちと 

一緒に学び、活動して 

くれるメンバー募集中з 
 

 

第二部 14：45～16：15 

 

〇主催：グリーフサポートやまぐち、特定非営利活動法人 いのちのミュージアム 
〇後援：内閣府、文部科学省、国土交通省、法務省、一般社団法人 山口県安全運転管理者協議会、宇部市教育委員会 

〇協力：山口市市民活動支援センターさぽらんて 

この講演会は文部科学省科学研究費助成事業「死別を体験した子どもの心理・社会的サポートの

構築と検証に関する研究（研究代表者 高橋 聡美）」からの助成で開催されています。 

～大切な何かをなくした人たちに寄り添うために～ 

 グリーフ（大切な何かを失った体験に伴う愛惜や悲しみなど様々な感情）を抱える人たちのこころに 

寄り添う“つどいの場づくり”を目指し、「グリーフサポートやまぐち」を設立しました。 

申込・問合せ先：グリーフサポートやまぐち 
 

TEL 090-7549-6127（山根） FAX 0835-25-2320 E-mail yamane.k@inochi-museum.or.jp 

   ＊Facebook からもお申込できます。“グリーフサポートやまぐち”でご検索ください!! 
 

◆ 裏面の申込書にご記入頂き、FAXでお申込ください。お電話やメールでのお申込も受け付けております。 

◆ 申込締切：平成 28年 2月 22日（月） 

 

 

◆        同時開催!!◆ 
 

犯罪・事故・いじめ・医療過誤・無差別殺人・一気飲ませなどによって、理不尽に生命を奪われた犠牲者が主役のアー

ト展です。等身大の人型はメッセンジャーと呼ばれ、その胸元には本人の写真や家族の言葉を貼り、足元には「生きた証」

の靴を置いて、命の大切さを訴えています。 

◇場所：宇部西リハビリテーション病院 宇部西在宅支援センター  

地域交流スペース 多目的ホール（宇部市際波 287-1） 
 

◇参加費：1,000円（資料代） ◇定員：50名程度（事前申込制） 

 

（開場 13：00～） 

演題：「いのちの物語を紡ぐ」 

講師：鈴木 共子氏 
（特定非営利活動法人いのちのミュージアム代表） 

演題「子どもの喪失体験と 

自尊感情の育み」 

講師：高橋 聡美氏 
（防衛医科大学 精神看護学 教授） 

13：30～16：30 
 

mailto:yamane.k@inochi-museum.or.jp


  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ふりがな） 

お名前 （ 男 ・ 女 ） 

ご住所  連絡先  

（ふりがな） 

お名前 

 

 （ 男 ・ 女 ） 

 ご住所                 連絡先 
 

（ふりがな） 

お名前 

  

（ 男 ・ 女 ） 

ご住所 
 

連絡先 
 

講師 高橋
たかはし

 聡
さと

美
み

氏 

  

 

講師 鈴木
す ず き

 共子
きょうこ

氏 

  

 

＜会場＞ 

宇部西リハビリテーション病院 

宇部西在宅支援センター  

地域交流スペース  

多目的ホール（建物2階） 
（宇部市際波287-1） 
＊当日は、スタッフが、駐車場や会場建物

付近に立ち、ご案内致します。 

 

講師紹介 

 2000 年 4 月、一人息子が飲酒運転の犠牲と

なる。「危険運転致死傷罪」成立のきっかけとな

った署名活動を展開。並行して「生命のメッセー

ジ展」を企画。2010 年に「生命のメッセージ展」

の常設展示場でもある「いのちのミュージアム」

を立ち上げ、アートを通して啓蒙啓発を試みてい

る。また交通事故の撲滅を問いかける映画「ゼロ

からの風」のモデルとなった。 

現在、NPO 法人「いのちのミュージアム」代表

理事、造形作家として活動している。 

 鹿児島県出身。国立精神神経センター等の精神

科で看護師として勤務後、看護教育に携わる。 

スウェーデンで医療福祉政策を調査し、帰国後、

2006 年より、仙台市で遺族支援に携わる。 

2010 年より子どもたちのグリーフプログラムを

仙台で開催し、震災を経て、現在は全国での子ども

たちのグリーフプログラムの立ち上げに関わって

いる。 

現職、防衛医科大学校 精神看護学講座 教授。 

参加申込書 


